
、‘ .~ .-判‘可恥伽 - 目.酔

一

六

月

定

例

市

議

会

は

七

月

十

一

日

行

一

ま

し

た

。

)

一

一
集
さ
れ
「
市
議
会
議
員
与
の
烈
川
、
河
一
「
大
洲
市
立
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
一

一
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
一
を
改
正
す
る
条
例
」
一

一
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
外
十
一
(
主
事
一
名
、
書
記
若
干
名
を
「
主
-

二
誌
宗
を
よ
程
、
慎
重
な
審
議
の
末
金
一
事
決
4
U
そ
の
他
の
川
同
消
干
名
」
と
一

一
議
宗
を
原
案
通
り
可
決
、
成
立
し
七
月
一
か
わ
り
ま
し
た
o
)

一

十
八
口
に
閉
会
し
た
。
一
一
昭
和
市
町
呼
医
大
川
市
才
入
才
出
追
加
一

可
決
さ
れ
F議
案
は
次
の
通
り
で
あ
一
，
、
γ
庄

一

任

期

尚

了

に

付

な

う

大

洲

市

長

及

び

一

九

月

十

一

日

ま

で

の

四

日

出

る
。
一
(
二
千
六
日
目
沿
い
ハ
万
七
千
円
増
額
と
一
大
洲
市
設
公
議
員
の
選
挙
期
日
な
ど
を
一

O
名
符
縦
片
山
期
間
九
月
ト
五
日
か

「
市
議
会
議
員
等
の
報
酬
費
用
弁
伯
及
一
な
り
ま
し
た
。
)
一
決
め
る
大
洲
市
活
必
管
理
委
員
会
は
、
一
ら
九
月
十
六
日
ま
で
の
二
同
間

一
び
矧
伝
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
一
「
市
有
町
山
の
処
分
に
つ
い
て
」
一
去
る
七
月
十
六
円
午
前
九
時
三
十
分
か
一
。
各
宵
仮
定
期
日
九
月
十
八
日

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
一
「
大
洲
、
喜
乏
伺
生
一
部
事
務
紹
人
口
の
一
ら
市
庁
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
位
、
次
の
一
二
、
市
議
選
挙
に
用
い
る
補
充
名
街

一
(
文
化
財
車
門
委
員
の
報
酬
が
年
間
一
設
立
に
つ
い
て
」
一
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

O
調
製
現
在
期
日
九
月
十
九
日

一
一
、
三

0
0円
に
な
り
体
育
喝
、
斗
委
員
一
(
七
月
三
十
日
か
ら
一
一
芳
企
部
長
浜
町
川
、
一
@
市
長
選
挙
九
月
十
日
告
示
、
九
月
二
一

O
登
録
申
請
期
間
九
月
二
十
日
か

一
に
年
額
一
、
三

C
C円
の
烈
酬
が
支
給
一
円
子
町
、
五
十
崎
町
及
び
肱
川
町
、
大
一
十
日
投
票
日
一
ら
九
月
二
十
三
日
ま
で
の
四
日
間

一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0

)

一
洲
市
で
し
尿
処
理
を
共
同
で
行
う
た
め
一
。
市
議
会
議
員
選
挙
九
月
二
十
二
日
告
一

O
名
泌
縦
覧
期
間
九
月
二
十
七
日

一
「
大
洲
市
杭
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
一
に
「
大
洲
喜
多
笛
生
事
務
組
合
」
を
設
-
示
、
十
月
二
日
投
票
日
一
か
ら
九
月
二
十
八
日
ま
で
の
一
一
日

一

条

例

」

一

立

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

o
)

一
市
議
選
挙
は
、
従
来
の
選
挙
区
を
廃
一
間

一
(
市
川
山
税
て
降
答
者
、
未
成
年
者
、
↑

J什

t
i一
分
し
た
事
件
。
北
白
並
じ
に
一
作
比
さ
れ
る
た
め
に
人
芸
陀
一
一
区
で
定
員
三
一

O
名
符
沼
市
定
期
日
九
月
三
十
日

一
台
年
者
、
又
は
寡
婦
に
対
す
る
非
一
一
京
誌
を
小
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
↑
ト
め
に
よ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
一
次
に
参
議
院
議
員
の
迎
常
選
訟
も
選

一
謀
説
の
範
囲
の
所
得
綴
が
「
十
五
万
一
(
工
事
請
負
契
約

ω仰
い
ぷ
ど
十
一
一
な
お
市
川
一
挙
管
理
主
委
員
会
で
は
、
二
挙
入
の
関
心
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
と

一
円
」
か
ら
「
十
八
万
円
」
に
引
き
上
一
件
が
f

弘
り
心
さ
れ
ま
し
九
/

1

)

一
平
間
九
一
辺
な
淫
挙
で
も
あ
り
一
人
で
も
多
一
予
想
さ
れ
な
が
ら
、
非
常
に
役
目
一
ボ
成
績

一

げ

ら

れ

ま

し

た

。

十

一

低

開

ふ

γ
一
白
川
医
川
判
事
幸
、
一
1
4起
債
に
一
/
¥
市
政
に
で
一
与
さ
せ
る
た
め
に
、
新
し
一
の
よ
い
投
票
区
も
あ
っ
て
、
市
平
均
の

一
た
口
一
市
費
税
の
課
税
標
準
額
の
算
一
つ
い
て
」
一
手
一
挙
資
格
の
で
定
者
、
又
は
脱
漏
一
塁
霊
ハ
六
、
五
七
%
と
な
り
昭
和
三

一
定
ぺ
叫
ん
誌
が
、
従
価
制
か
ら
従
量
制
に
一
日
一
れ
に
つ
い
て
」
一
台
に
対
し
て
は
、
補
充
名
簿
を
調
整
し
一
十
四
年
の
選
挙
に
比
べ
四
、
七
七
%
高

一
改
め
一
わ
れ
、
税
率
も
百
分
の
「
十
二
(
山
利
一
一
干
七
年
一
h
u訪
中
業
に
充
一
て
い
計
一
言
せ
よ
う
と
、
次
の
よ
乏
な
期
一
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
」
か
ら
「
十
一
に
に
改
め
ら

hu--し
一
当
す
る
た
め
に
、
特
に
災
害
復
旧
、
一
日
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
一
各
授
票
区
の
投
票
率
は
、
別
表
の
と

一
た
。
電
気
ガ
ス
税
の
税
不
か
パ
分
の
「
一
消
防
施
語
の
Fお
に
起
債
す
る
こ
と
一
一
、
市
長
選
挙
に
用
い
る
補
充
名
簿
一
お
り
で
す
。

一
十
」
か
ら
一
九
」
に
改
正
さ
れ
例
人
に
な
り
ま
し
た
。
)
一
(
市
議
選
議
に
ち
伊
ば
で
き
る
)
一
こ
の
う
ち
投
票
成
績
の
よ
い
三
投
票

一
の
税
負
担
が
併
以
さ
れ
ま
し
た
o
)

一
「
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条

ωの
一
一

O
調
製
現
在
期
日
九
月
七
日
一
区
と
参
議
院
議
員
選
議
の
投
票
所
に
お

一

「

大

洲

市

職

員

義

者

の

五

を

改

五

を

改

正

す

る

条

例

」

一

O
登
録
申
語
闘
九
月
八
日
吉
一
い
て
投
署
警
の
職
務
に
従
事
し
、

一

正

す

る

条

例

」

一

(

所

得

司

か

課

税

総

所

得

舎

の

百

一

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i
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-
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l

i
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十
(
市
長
事
務
部
同
の
詰
か
十
五
名
ふ
一
分
の
二
、
六
。
資
産
割
が
固
定
資
産
一
「

j
V
}

ユ「
A
a
A
g
h
E
E
A

一

一

一

一

-
D生
リ
主
開
t
O
里
遺
戸
二

一
ベ
ヨ
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
一

2
8分
の
十
二
。
立
険
者

E
F
E
d
¥
ユ
士
一
日

ι
H
4
でー一
P

刃

i

一
円
ん
二
/ι口
増
員
と
な
り
ま
し
た
。
)
一
げ
引
が
出
川
山
、
話
一
人
に
二
八
O
円

一

一

ノ

J
1
-
-一
I
l
l
i
-
-
;

一

「

大

洲

市

社

会

教

育

委

口

県

設

置

条

例

丘

、

富

川

一

主

的

か

一

耳

目

に

つ

き

一

(

川

ま

つ

り

)

八

月

一

一

寸

園

田

一
部
を
改
正
す
る
h

伊

比

例

」

一

一

一

一

六

凹

ワ

円

と

な

り

咋

仇

し

た

心

一

一
(
社
/
ぺ
日I亨
叩
教
毅
翠
岩
脊
胃
委
員
が
十
五
名
と
な
り
一
-
わ
永
仇
叫
大
洲
の
納
ム
山
山
山
一
花
仙
火
大
会
に
、
今
年

πRれω幹料吋持持台け川拘州拘川持
H拘付
l
対
持ρ行
け
特
持
鈍
静
"
持
静
お

R口門弛持持特代〉約口お託ωれυ川
竹W叫
μ

ρ

C

1

L

μ

f
こ)一三一一花
作
火
と
、
中
天
に
作
烈
す
る
絢

州
た
る
打
上
げ
沼
火
、
そ
れ
に

不
知
火
流
し
を
中
心
に
、
一
川

ま
つ
り
」
の
行
事
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
る
の
は
、
後
数
日
に
追

っ
て
参
り
寸
ま
し
た
。

特
に
大
洲
市
円
買
大
会
も
、
夕
刻

一
斉
に
目
抜
き
通
り
を
織
り
踊

る
こ
と
に
な
り
斗
ナ
出
し
た
。

川
ハ
ベ
御
年
少
加
を
頗
一
っ
て
、
明
日

へ
の
目
立
主
奪
三
恵
昧
で
、
お

互
に
問
り
一
銭
し
み
ま
し
ょ
う
。

一
一
心
凶
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、

川
崎
む
?
ん
さ
ん
や
、
団
体
、
職
場

の
代
表
の
方
へ
、
具
体
的
に
御

依
舶
い
た
し
ま
す
。
八
月
三
目

、
四
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の

通
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。
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し
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功
一

労
者
一
ニ
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を
選
び
近
く
表
彰
す
る
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な
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ま
し
た
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↑
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選
管
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甲

月
一7
一
七
月
十
日
仲
間
尚
一
ト

Z
J円
同
に
お
一
日
日
の
ゲ
辺
国
ぷ
防
工
法
、
日
衛
隊
の
レ

ド
一
い
て
実
施
さ
れ
た
昭
和
三
十
七
年
時
一
安
/
ふ
ノ
ヤ
J
操
作
に
よ
る
溺
流
者
の
救
出

十
一
一
役
県
水
防
司
河
は
、
久
U
M川事一山内山
t

の
一
千
寸
次
々
と
各
種
の
伍
日
が
実
泊
さ
れ
凶

3

下
三
一
0
0名
の
消
防
回
目
と
特
別
日
夕
一
企
で
あ
る
と
兆
に
川
年
ぷ
害
に
み
ま
わ

日
加
の
自
衛
隊
小
野
吋
川
市
部
隊
を
中
心
と
一
れ
己
当
市
と
し
て
は
得
る
と
こ
ろ
一
実
に

:
し
た
編
成
に
よ
っ
て
緊
迫
し
た
煩
定
の
一
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
も
と
に
炎
天
下
町
一
剣

E
Mけ
が
居
間
さ
一
尚
喜
古
川
同
「
七
月
九
日
台
湾
東
方
三

れ
、
市
内
及
び
県
内
各
地
よ
り
の
参
竺
右
打
の
海
上
主
時
四
O
粁
の
述
さ

者
約
三
0
0
0名
山
川
見
守
る
な
か
に
泊
一
で
北
々
一
引
に
£
行
巾
の
台
風
は
本
日
午

前
三
時
九
州

帆
南
出
に
達
し

、
ヲ
て
の
役
進

路
を
北
一
史
に

一

転

じ

町

一

法

吐

水

「

t
A
A
円の

道

長

山

て

凹

慨

妥

」

同

国

主

的

南

部

に

午

前

八

時

三

川

上

陸

の

見

込

斗

分

尚

防

司

厄

-

円

で

あ

る

。

、

町

一

{

察

、

保

一口

L

健
所
、
自
南

中
山
こ
の
台
h
u

隊
、
建
設
省

泊
中
心
一
目
度
は

一
一
、
九
六
0
ミ
リ
一
円
以
民
全
般
に
怯
山
地
方
気
笠
口
か
ら
開
誌
は
川
工
一
亭
々
務
所
、
土
木
事
務
所
は
規

制
パ
lル
中
心
一
民
出
誌
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
言
一
場
に
集
会
議
り
統
監
(
久
松
坦
事
)

公
↑
一
う
想
定
の
も
と
に
間
的
せ
ら
れ
次
々
と
一
副
統
監
(
沼
凶
市
長
)
の
以
聞
を
受
け

リ

よ

り

半

経

三

一

一

ゐ
ノ
一
発
せ
ら
れ
る
情
報
え
ひ
竺
説
、
指
令
-
}
一
更
に
白
荷
隊
の
悶
悶
行
進
が
終
る
と
同

O
C粁
以

内

一

↑

土
礼
宝
ご
一
コ
一
適
応
し
た
各
種
の
涜
習
が
展
開
さ
れ
た
一
時
に
江
判
開
始
と
な
り
次
の
水
防
訓
煉

l
J
f
j
v
t
一
も
の
で
あ
る
が
ノ
て
の
概
要
法
次
の
通
り
一
が
芙
揺
さ
れ
だ
。

米
か
ら
同
C
一

一

米

に

達

し

主

で

あ

る

。

一

一

、

土

俵

づ

く

り

、

竹

と

げ

、

杭

作

り

風
雨
と
な
っ
一
当
日
の
目
丹
に
沼
田
市
長
は
副
統
監
と
一
上
原
州
、
大
川
の
河
分
団
が
実
施

て
お
り
、
愛
一
し
て
久
恰
知
事
と
、
も
に
演
目
円
の
総
指
↑
二
、
三
又
工
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「風流人生」

「現代教養の問題点」

申込み@大洲市教育委員会社会教育課

又は愛媛新聞社大洲支局

愛媛夏季大学講庫

前8時30分

「文学に生きる」

「リズムと生活」

とき "8月6日@7日

ところ@大洲公会堂

受講料 "2日間 100円

一一一一一圃哩園盟盤務0>-，'ベ噌

克

大原富枝

富田狸通

駒田錦ー

神野6日(月)

7日(火)

3
」
ニ
一
日

A
一
一
四
才
の
出
身
給
与
一
納
得
者
(
同
し
所
得
の
場
合
)

年

度

一

納

得

額

市

民

一

汎

県

民

税

①
一
二
六
年
度
一
三
呂
つ
円
ニ

zE2円
ニ

さ

円

②
三
年
度
一
六
ニ
，

B
D円
ニ

一

三

口

円

九

八

口

円

(
註
)
③
欄
の
一
川
得
が
川
町
=
一
六
年
度
と
同
じ
均
台
は
d

市
民
枕
が
=
一
六

。
円
減
税
県
民
税
は
吉
一
口
円
増
税
、
こ
れ
を
減
税
と
か
増
税

と
か
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

B

事
業
一
品
川
得
者
、
家
族
三
人
(
同
じ
所
得
の
場
合
)

年

度

所

骨

額

市

民

税

県

民

税

①
一
午
六
年
度
目
一
一
一
コ
ロ
ヨ
円
一
六
・
七
言
円
一
二
九
(
)
円

⑤
一
↑
一
七
年
度
目
一
ニ
(
)
C
「
一
口
日
一
六
三
一
つ
月
三
e
R
C
円

(
一
託
)
叫
の
所
得
が
前
年
と
同
じ
場
合
、
市
民
況
は
ニ
コ
ロ
円
減
税

県
氏
枕
は
二
-
一
一
二
(
)
円
増
税
で
す
。

C
山
林
所
得
者
、
家
族
一
人
(
同
じ
所
得
の
場
合
)

年

度

所

得

額

市

民

税

県

民

税

一
二
六
年
度
一
ニ
・
二
三
一
・
(
一
C
C
円
二
塁
つ
七
九
C
円
一
八
(
〕
百
円

=
一
七
年
度
一
一
二
三
口
呂
円
一
八
一
え
さ
円
八
七
三
さ
円

こ
の
山
林
所
得
者
が
=
一
六
年
に
課
税
さ
れ
る
場
合
と
、
=
一
七
年
に
五

分
五
乗
方
式
に
よ
り
課
税
さ
れ
た
場
合
に
、
市
民
枕
は
甘
五
・
ニ
C
C

円
減
税
さ
れ
た
が
県
民
税
が
完
・
ニ
七
C

円
増
改
の
た
め
、
市
民
税

の
減
税
分
を
、
県
民
視
で
増
税
さ
れ
た
。


